死 を 見る こと 帰す るが 如しな どと 看板 を 掲げて 教育 

を 施して 易々 と 註文 通りの 人間が 造れる ものなら、 第 

一 に 日本 は 負けて ゐ ない。 かかる 教育の 結果 生れた 人 

格の 代表が 東条 であり 真 崎で あり、 軍人 精神の 内容の 

惨め さは 敗戦 日本に 暴露 せられた カラク リ のうちで 最 

も 悲痛なる 真実で はない か。 日本 上空の 敵機 は 全部 体 

当りして 一 機 も 生還せ しめない と 豪語した 結果の 惨状 

は 御覧の 如くで ぁリ、 飛行機の こと は 俺に まかせて 国 

民な ど は 引 込んで をれ と 怒鳴り立てた 遠 藤と いふ 中将 

が、 撃墜 せられた B 搭乗員の 慰霊の 会 を 発起して 物 

笑 ひ を 招いて ゐる など、 職業軍人の だらしな さは 敗戦 



から 発展して ゐる こと は、 一 つの 思想の 重量であって、 

日本の 政治家に これ だけの 重量 ある 思想の 持主 はま づ 

ないだら う。 ， J の 重量 は 人間性に 就ての 洞察 探求から 

生れる もので、 彼の 思想が 文学的で あるの も、 この 為 

だ。 

けれども、 ここに 問題 は、 部落 的、 藩 民 的、 国民的 

限定 を 難 じ 血の 一様 性 を 説く 咢 堂の 眼が、 更により 通 

俗 的な 小 限定、 即ち 「家庭」 の 限定に 差 向けられて ゐ 

な いのは 何故で あらう か。 

家庭 は 人間 生活の 永遠 絶対の 様式で あるか。 男女 は 

夫婦で なければ ならぬ か。 国家 や 部落の 対立 感情が 文 



化の 低 さ を 意味す るなら ば、 家庭の 構成 や 家庭的 感情 

も 文化の 低 さ を 意味し ないか。 咢堂は これらの ことに 

就て はふれ てゐ ない。 そして 僕の 考へ によれば、 人間 

の 家庭 性と か 個性と いふ ものに 就て 否定に せよ 肯定に 

せよ 誠実なる 考察と 結論 を 欠き、 いきなり 血の 一 様 性 

や 世界 聯邦 論へ 構想 を 進める こと は 一 種の 暴挙で ある 

, J と を 附言し なければ ならぬ。 

部落 的、 藩 民 的、 国家的な 対立 感情 を 取 除く ことに 

よって 全ての 対立 感情が 失 はれる かとい へば、 決して 

さう は 参らぬ。 ここに 個人的 対立 感情が あって、 この 

感情 は 文化の 低 さに 由来 するど ころ か、 むしろ 文化の 



たる 人生の 実相から 眼 を 転ずる Y J とが 出来な いからに 

外ならぬ。 

社会主義 でも 共産主義 でも 世界 聯邦 論で も 何でも 構 

はぬ。 社会 機構の 革命 は 一 日に して 行 はれる が、 人間 

の 変革 はさ うは 行かない。 遠く ギリシャに 於て 確立の 

一 歩 を 踏み だした 人間性と いふ ものが 今日 も 尚 殆ど 変 

革 を 示して をらず、 進歩の 跡 も 見られない。 社会 組織 

の 革命に よって 我々 がどうい ふ 制服 を 着る にしても、 

人間性 は 変化せ ず、 人間性に 於て 変り のない 限リ、 人 

生の 真実の 幸福 は 決して 社会 組織 や 制服から 生み ださ 

れる もので はない ので ある。 自由と いっても 惚れる 自 



文学と いふ もの は 常に 現実に 満足せ ざると ころから 

出発し、 いはば 現実と 常識に 対する 反骨 を もって 柱と 

し、 より 高き 理想 を もって 屋根と する。 政治と 妥協す 

る 文学 は 一 応は 有り得ても、 その 政治が 実現した とき、 

文学 は 更に その 政治の 敵と な つ て 前進す ベ きもので あ 

る。 より 高き もの、 より 美しき もの、 文学 は 光 を もと 

めて 永遠に 暗夜 をす すむ 流浪者 だ。 定住す ベ き 家 はな 

い。 政治の 敵で ある ことによって、 政治の 真実の 友と 

なる のであって、 政治 は 文学に よって その 欠点 を 内省 

すべき ものである。 なぜなら 社会制度 によって 割りき 

れ ない 人間性 を 文学 はみ つめ、 いは、 V 制度の 穴の 中に 
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